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１ 研究の課題・目的 

 本研究は茨城県内の市町村ごとの特別支援学級の在籍率（各市

町村の特別支援学級在籍児童数を，当該市町村の全児童数で除し

た数値）等の違いについて調べた。 

２ 方法 

 平成 28 年度県内市町村等教育委員会・学校データを用い小学

校ごとの小学校在籍児童数A1)，及び特別支援学級在籍者数Sから

特別支援学級在籍率Rを算出した。さらに市町村ごとに集計し市

町村ごとのR値のばらつきを見るために標準偏差σを算出した。 

また特別支援学級を設置していない（学級在籍０人）の学校数も

算出した。 

３ 結果 

 集計はtable.1のようになった。各項目ごと降順の並び替えを

行って，次のような結果を得た。 

・在籍率で最も多かったのは神栖市（約0.0630）で，最も低かっ

たのは城里町（約0.0120）であった。 

・小学校在籍数Aと在籍率Rの相関係数は-0.0898 でほとんど相

関は見られなかった。 

・在籍児童数上位は多い順（10位）につくば市，水戸市，ひたち

なか市，日立市，古河市，土浦市，神栖市，筑西市，取手市，牛

久市。下位は（10位，多い順）に高萩市，境町，八千代町，城里

町，大洗町，美浦村，利根町大子町，五霞町。 

・在籍率σ上位は（10位，多い順）神栖市，五霞町，古河市，日

立市，取手市，筑西市，境町，稲敷市，潮来市，行方市，河内町。

下位は（10 位，多い順）にひたちなか市，龍ケ崎市，東茨城郡，

牛久市，水戸市，笠間市，北茨城市，つくばみらい市，東海村，

城里町。 

・在籍児童数上位（3位）のつくば市，水戸市，ひたちなか市の在

籍率は，水戸市は下位6位，ひたちなか市は下位10位，つくば市

は下位13位だった。 

・日立市，古河市，神栖市，筑西市，取手市は児童数も在籍率も

比較的高かった。うち神栖市は在籍率が最も高いにもかかわらず

σは0.0199と全県の標準偏差値0.0244より低かった。つまり神

栖市内 15 校はどれも在籍率が高い水準にまとまっていることを

示している。 

・小学校在籍数の低い（下位14位）市町のうち11市町（稲敷市，

行方市，潮来市，境町，八千代町，大洗町，美浦村，利根町，五

霞町，河内町）の在籍率（0.04以上）は，平均値（0.0366）より

高かった。 

・特別支援学級をすべての学校で設置している市町（特別支援学

級在籍数0人の学校数が0校）は半数以上（24市町）だった。 

・特別支援学級を設置していない学校が最も多いのはつくばみら

い市で，45％（5／11校）で設置していなかった。 

・小学校在籍児童数の多い（上位４市）つくば市，水戸市，ひた

ちなか市，日立市では，特別支援学級を設置していない学校数は

3～４校と多かった。 

・小学校在籍数の低い（下位14）の市町のうち，11市町がすべて

の学校で特別支援学級を設置していた。 

４ まとめ 

 茨城県に於いて，特別支援学級の在籍率は市町村ごとに大きく

異なっていた。半数以上の自治体ですべての学校に特別支援学級

を設置していた。また小学校の在籍数と在籍率について，いくつ

かの自治体の関係性を知ることができた。 

 

 

 

注）小学校在籍児童数Aは内数で特別支援学級在籍児童数が含む 
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table.1  市町村ごとの特別支援学級在籍率等一覧             

(TERAKADO Hiromiti) 
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